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問1 有性生殖において、雄の生殖細胞に含まれる精子の核と、雌の生殖細胞に含まれる卵の核が合体し、新しい個体の元となる1つ
の細胞ができる過程を何といいますか。 （2024年　兵庫公立入試　類似）

1.  受精 2.  細胞分裂 3.  変態 4.  出芽

問2 純系の丸い種子（遺伝子の組み合わせをAAとする）と、純系のしわのある種子（遺伝子の組み合わせをaaとする）を親として
受粉させたとき、できた子の代の種子における遺伝子の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2018年　山梨公立入試　類似）

1.  すべてAa 2.  すべてAA 3.  すべてaa 4.  AAとaaが1：1の割合で混ざる

問3 大気中の二酸化炭素は生産者によって取り込まれますが、その後、生産者から消費者、そして分解者へと炭素が受け渡される
とき、炭素はどのような状態で移動しますか。最も適切なものを選びなさい。 （2024年　静岡公立入試　類似）

1.  有機物に含まれる状態 2.  二酸化炭素の気体としての状態 3.  炭酸水としての状態 4.  ダイヤモンドのような単体の状
態

問4 対立形質をもつ純系の親どうしをかけ合わせたとき、子の代において表面に現れる方の形質を何というか。最も適切な名称を
選択しなさい。 （2023年　沖縄公立入試　類似）

1.  顕性形質 2.  潜性形質 3.  中間形質 4.  不変形質

問5 ある個体の遺伝子の組み合わせを調べる実験において、あえて劣性形質の個体を交配相手に選ぶ理由として、最も適切な説明
はどれですか。 （2022年　愛知公立入試　類似）

1.  劣性形質の個体は必ず遺伝子の
組み合わせが純系であり、子の形
質に親の遺伝子がそのまま反映さ
れやすいため

2.  劣性形質の個体と交配させる
と、子の代では必ず形質の分離比
が3：1になり、純系かどうかの判
別が容易になるため

3.  劣性形質の個体は優性形質の個
体よりも受粉の成功率が高く、多
くの種子を得て統計的な誤差を減
らせるため

4.  劣性形質を掛け合わせること
で、親の世代では隠れていた新し
い形質を子の代で強制的に出現さ
せることができるため

問6 体細胞分裂の結果、新しくできた細胞に含まれる染色体数やその種類が、もとの母細胞と全く同じに保たれるのはなぜか。そ
の理由として適切なものはどれか。 （2025年　岐阜公立入試　類似）

1.  核分裂が始まる前にあらかじめ
染色体が複製され、それが各細胞
に等しく分けられるから。

2.  分裂の直前に染色体が半分に分
解され、分裂が終わった後に再び
合成されるから。

3.  細胞が2つに分かれる際に、周
囲の細胞から同じ種類の染色体が
供給されるから。

4.  母細胞にある染色体が縦に割れ
て細くなり、それぞれの細胞へそ
のまま移動するから。

問7 動物の発生の初期段階において行われる細胞分裂には、成長したあとの体の細胞分裂とは異なる特徴があります。その特徴と
して正しい説明を選んでください。 （2023年　大分公立入試　類似）

1.  分裂したあとの1つ1つの細胞
が大きくならないため、細胞が次
第に小さくなる

2.  分裂を繰り返すたびに、細胞全
体の合計の体積が急激に膨らんで
いく

3.  受精卵の中に蓄えられた養分を
消費しないため、細胞の大きさは
変化しない

4.  核のコピーが行われないため、
分裂するごとに染色体の数が半分
に減る

問8 自然界では、一時的に生物の数量バランスが崩れても、長い年月を経ると再びもとのバランスに戻る仕組みが備わっていま
す。一時的に増加した「肉食動物」が、最終的に再び減少してバランスが保たれるのはなぜですか。その理由として最も適切
なものを選びなさい。 （2026年　福岡公立入試　類似）

1.  肉食動物が増加したことで、餌
となる草食動物が減少し、肉食動
物の間で餌不足が起こるため。

2.  肉食動物が増加したことで、植
物が光合成を行う効率が急激に高
まり、生態系全体が飽和するた
め。

3.  肉食動物と草食動物が互いに助
け合うようになり、繁殖を抑制し
合う性質があるため。

4.  食物連鎖に関わらず、すべての
生物の個体数は一定の周期で同時
に減少するように決まっているた
め。

問9 生物が長い年月の中で世代を重ねるうちに、体の形や性質などの特徴が変化し、多様な種類へと分かれていく現象を何といい
ますか。 （2026年　岡山公立入試　類似）

1.  進化 2.  変態 3.  発生 4.  生殖
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
受精

有性生殖では、精子の核と卵の核が結びつくことで、新しい個体の出発点となる「受精卵」が作ら
れます。この核どうしの合体の過程を「受精」と呼びます。細胞分裂は受精卵が成長する過程で行
われるものであり、変態は幼生から成体へ形を変えることを指すため、この過程の名称としては不
適切です。

問2 答え 1
すべてAa

純系の親はそれぞれ1種類の生殖細胞（Aまたはa）しか作ることができない。減数分裂によって分
かれたこれらの遺伝子が受精によって再び対になるとき、すべての組み合わせがAaとなる。このよ
うに、対立遺伝子が異なる状態で組み合わさった個体でも、形質としては顕性の形質が現れる。

問3 答え 1
有機物に含まれる状態

生産者は光合成によって無機物である二酸化炭素から有機物をつくり出します。この有機物が、食
べる・食べられるという食物連鎖の関係を通じて、消費者や分解者のエネルギー源や体をつくる材
料として移動します。

問4 答え 1
顕性形質

対立形質をもつ純系の親をかけ合わせた際、子の代で一方の形質のみが現れる現象がある。このと
き、現れる方の形質を顕性形質（優性形質）、現れない方の形質を潜性形質（劣性形質）と呼ぶ。
これはメンデルの法則における「分離の法則」の前提となる重要な概念である。

問5 答え 1
劣性形質の個体は必ず遺伝子の組み合わ
せが純系であり、子の形質に親の遺伝子
がそのまま反映されやすいため

劣性形質が現れている個体は、遺伝子の組み合わせが「aa」のように決まっている。この個体を交
配に用いると、子は劣性親から必ず劣性遺伝子を1つ受け取るため、子の形質（表現型）は「もう
一方の親からどの遺伝子を受け取ったか」によってのみ決定される。この性質を利用することで、
未知の親の遺伝子型を確実に特定できる。

問6 答え 1
核分裂が始まる前にあらかじめ染色体が
複製され、それが各細胞に等しく分けら
れるから。

生物の成長を司る体細胞分裂において、遺伝情報を正確にコピーして伝えることは極めて重要であ
る。核分裂の過程に入る前に、DNAの複製によって染色体が2倍に増やされる「間期」という段階
があり、その後に染色体が各細胞へ1セットずつ分配されるため、分裂前後で染色体数や種類に変
化が生じない。

問7 答え 1
分裂したあとの1つ1つの細胞が大きく
ならないため、細胞が次第に小さくなる

発生の初期に行われる細胞分裂（卵割）では、分裂した細胞がもとの大きさに戻る前に次の分裂が
始まるため、1つ1つの細胞の大きさは回数を重ねるごとに小さくなっていきます。これに対して、
通常の成長における細胞分裂では、分裂したあとに細胞が大きく成長してから次の分裂が起こりま
す。

問8 答え 1
肉食動物が増加したことで、餌となる草
食動物が減少し、肉食動物の間で餌不足
が起こるため。

肉食動物が増加すると、その捕食対象である草食動物が激しく消費されて減少します。草食動物が
減少すると、今度は肉食動物にとっての餌が不足するため、肉食動物の個体数も減少に向かいま
す。この一連の変動により、長期的には植物、草食動物、肉食動物の数量は一定のバランスに収束
していきます。

問9 答え 1
進化

長い年月をかけて親から子へ、子から孫へと世代交代を繰り返す中で、生物の集団が持つ特徴が
徐々に変化し、結果として多様な種が生じる現象を進化と呼びます。単なる成長や、一生の間の変
化とは区別されます。


